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２　

小
田
周
辺
地
区
の
密
集
市
街
地
対
策
に
つ
い
て
、
ひ
き
つ
づ

き
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
住
民
合
意
の
も
と
で
事
業
の
促
進
を

図
る
。

３　

小
田
地
域
の
道
路
は
狭
い
た
め
バ
ス
は
小
型
に
し
、
便
数
を

増
や
す
。

４　

浅
田
か
ら
産
業
道
路
沿
い
に
大
師
方
面
へ
の
バ
ス
路
線
を
開

設
す
る
。
京
町
通
り
か
ら
天
飛
ト
ン
ネ
ル
、
教
育
文
化
会
館
前

を
通
り
、
市
役
所
前
に
向
か
う
バ
ス
路
線
を
新
設
す
る
。

７　

浅
田
に
老
人
い
こ
い
の
家
を
建
設
す
る
。

８　

南
部
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
も
と
も
と
目
的
と
し
て
い

た
、
防
災
を
体
験
で
き
る
啓
発
施
設
と
し
て
改
修
さ
せ
る
。

９　

朝
の
時
間
帯
を
は
じ
め
踏
切
通
行
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い

る
小
田
栄
駅
前
踏
切
に
つ
い
て
、
早
急
に
安
全
対
策
を
は
か

る
。
バ
ス
を
は
じ
め
自
動
車
・
歩
行
者
・
自
転
車
が
入
り
乱
れ

る
踏
切
を
通
ら
な
く
て
も
児
童
が
通
学
で
き
る
よ
う
に
、
南
武

支
線
の
線
路
を
地
下
で
横
断
す
る
人
道
を
新
設
す
る
。
バ
ス
停

の
設
置
場
所
に
つ
い
て
安
全
性
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
検
討

を
す
る
。

10　

小
田
栄
の
コ
ー
ナ
ン
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
な
ど
へ
の
交
通

量
の
多
い
ツ
ク
イ
サ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
前
の
丁
字
路
に
つ
い
て
、

信
号
を
設
置
す
る
か
、
商
業
施
設
に
警
備
・
誘
導
員
の
配
置
を

要
請
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
対
策
を
は
か
る
。

〔
二
〕
幸
区

１　

国
道
１
号
線
の
多
摩
川
大
橋
・
遠
藤
町
及
び
都
町
・
尻
手
区

間
の
二
車
線
化
と
歩
行
者
自
転
車
の
専
用
道
路
化
の
早
期
実
施

を
国
に
要
請
す
る
。

２　

国
道
１
号
線
の
１
９
５
１
年
の
都
市
計
画
（
建
設
省
告
示
２

６
８
号
）
幅
員
30
ｍ
を
現
状
に
合
せ
見
直
し
を
要
請
す
る
。

３　

堀
川
町
の
広
場
（　

東
芝
デ
バ
イ
ス
＆
ス
ト
ー
レ
ジ
株
式
会

社
と
４
０
９
号
の
間
の
空
地
）
は
地
域
の
方
が
利
用
で
き
る
よ

う
整
備
す
る
。

４　

川
崎
駅
西
口
周
辺
の
歩
道
に
歩
行
者
、
自
転
車
通
行
帯
の
路

面
色
表
示
を
行
う
。

５　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
の
武
蔵
小
杉
駅
〜
尻
手
駅
間
の
連
続
立
体
交
差

事
業
で
側
道
に
掛
か
る
対
象
世
帯
に
対
し
て
は
不
利
益
が
被
ら

な
い
よ
う
に
、
す
べ
て
の
対
象
世
帯
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

納
得
を
得
て
進
め
る
。

６　

鹿
島
田
踏
切
遮
断
時
間
の
短
縮
を
Ｊ
Ｒ
に
強
力
に
働
き
か
け

る
。

７　
Ｊ
Ｒ
鹿
島
田
踏
切
の
遮
断
機
が
上
が
る
と
待
機
し
て
い
た
歩

行
者
と
自
転
車
の
接
触
や
車
道
に
ま
で
広
り
危
険
で
あ
る
、
自

動
車
の
走
行
も
妨
げ
て
い
る
。
対
応
策
と
し
て
、
踏
切
内
の
歩

道
拡
幅
を
Ｊ
Ｒ
に
申
し
入
れ
る
。　

８　

踏
切
内
歩
道
の
縁
石
に
つ
ま
ず
き
歩
行
者
が
転
倒
す
る
危
険

が
あ
る
、
縁
石
の
撤
去
を
Ｊ
Ｒ
に
要
請
す
る
。　
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９　

鹿
島
田
跨
線
橋
南
側
の
鹿
島
田
跨
線
歩
道
橋
か
ら
「
新
交
通

広
場
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
エ
レ
ベ
ー
タ
だ
け
と
な
っ
て
い
る

が
、
シ
ン
カ
モ
ー
ル
を
経
由
す
る
た
め
不
便
、「
新
交
通
広
場
」

へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
。

10　

北
加
瀬
側
か
ら
鹿
島
田
跨
線
橋
ま
で
の
階
段
の
上
り
下
り
は

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
危
険
で
困
難
で
あ
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
ま
た
は
「
新
交
通
広
場
」
に
抜
け
る
ト
ン
ネ

ル
で
接
道
を
つ
く
る
。

11　

鹿
島
田
駅
西
地
区
再
開
発
事
業
や
周
辺
の
開
発
に
よ
っ
て
鹿

島
田
方
面
か
ら
の
新
川
崎
駅
利
用
者
が
増
加
し
た
、
新
川
崎
駅

に
鹿
島
田
方
面
か
ら
の
利
用
者
が
使
え
る
新
た
な
改
札
口
の
設

置
を
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
早
期
に
実
現
す
る
。

12　

新
川
崎
駅
前
の
バ
ス
停
に
上
屋
を
設
置
す
る
。
構
造
上
の
課

題
が
あ
る
な
ら
ば
補
強
な
ど
の
対
応
で
早
期
の
設
置
を
行
う
。

平
成
29
年
度
に
耐
震
補
強
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
設
置
に

つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
。

13　

新
川
崎
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
タ
ク
シ
ー
待
ち
の
解
消
は
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
強
い
要
望
で
あ
る
。
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
専
用
と

し
た
こ
と
が
弊
害
と
な
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
は
増
え
て

き
て
い
る
が
タ
ク
シ
ー
待
ち
の
解
消
は
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｕ
Ｄ

タ
ク
シ
ー
専
用
を
や
め
一
般
タ
ク
シ
ー
の
乗
入
れ
を
認
め
る
。

タ
ク
シ
ー
平
均
待
ち
時
間
が
平
日
１
分
未
満
、
休
日
平
均
２
分

未
満
と
こ
と
だ
が
、
実
態
と
全
く
異
な
る
再
調
査
を
行
う
こ
と
。

14　

日
吉
地
域
・
古
市
場
地
域
・
新
川
崎
駅
・
区
役
所
を
循
環
す

る
小
型
バ
ス
を
運
行
す
る
。

15　

幸
区
日
吉
合
同
庁
舎
内
で
行
わ
れ
て
き
た
事
業
の
区
役
所
へ

の
一
元
化
が
進
め
ら
れ
、
育
児
・
障
害
・
高
齢
者
は
不
便
に

な
っ
た
。
対
策
委
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
れ
ば
内
容
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

16　
「
川
60
」
の
臨
港
バ
ス
本
数
が
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
平
日
は

１
便
（
減
便
前
は
25
便
）
に
減
便
。
地
域
に
説
明
も
な
く
突
然

減
ら
さ
れ
た
。
通
院
な
ど
の
外
出
に
影
響
が
あ
る
増
便
を
要
請

す
る
こ
と
。

17　

日
吉
地
域
の
浸
水
解
消
対
策
を
早
期
に
具
体
化
す
る
。
雨
水

貯
留
管
排
水
区
外
の
対
策
と
し
て
各
戸
に
雨
水
を
貯
留
す
る
水

ガ
メ
な
ど
を
設
置
す
る
補
助
制
度
を
新
設
す
る
。

18　

北
加
瀬
・
南
加
瀬
地
域
の
歩
道
敷
に
あ
る
Ｕ
字
溝
個
所
を
調

査
し
、
計
画
的
に
Ｌ
型
側
溝
に
改
善
す
る
。

19　

川
崎
駅
西
口
か
ら
市
立
病
院
へ
の
直
通
バ
ス
運
行
ま
た
は
市

立
病
院
ま
で
の
バ
ス
路
線
を
新
設
す
る
。

20　

高
齢
者
、
障
が
い
者
に
配
慮
し
、
民
間
バ
ス
会
社
に
も
要
請

し
、
区
内
バ
ス
停
に
は
上
屋
及
び
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
。
ま

た
、「
バ
ス
停
留
所
上
屋
設
置
基
準
」
を
見
直
し
歩
道
有
効
幅
員

が
２
・
０
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ
て
も
上
屋
を
設
置
可
能
と
す

る
こ
と
。

21　

川
崎
ミ
ュ
ー
ザ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
前
交
差
点
を
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
式
に
変
更
し
、
歩
行
者
の
渡
る
時
間
を
確
保
す
る
。
特

に
高
齢
者
の
歩
行
者
の
利
便
性
、
安
全
を
確
保
す
る
。

22　

土
・
日
・
祝
日
の
ラ
ゾ
ー
ナ
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
。
幸

町
通
線
、
栄
通
り
、
西
口
通
り
を
含
め
ラ
ゾ
ー
ナ
に
向
か
う
道
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路
は
未
だ
に
解
消
さ
れ
て
い
な
い
、
ひ
き
つ
づ
き
ラ
ゾ
ー
ナ
事

業
者
及
び
関
係
者
と
渋
滞
解
消
の
対
策
を
図
る
。

23　

引
き
続
き
不
足
し
て
い
る
川
崎
駅
西
口
の
駐
輪
場
を
増
設
す

る
。

24　

多
摩
川
河
川
敷
の
小
向
広
場
に
設
置
の
ト
イ
レ
を
簡
易
水
洗

化
に
す
る
。

25　

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
周
知
と
利
用
料
の
無
料
化
を

図
る
。

26　

河
原
町
団
地
の
鉛
汚
染
土
壌
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
防
護

シ
ー
ト
の
破
れ
の
定
期
的
に
巡
回
点
検
を
行
う
。

27　

川
崎
市
民
が
多
く
利
用
す
る
Ｊ
Ｒ
矢
向
駅
を
安
全
・
安
心
に

利
用
す
る
た
め
に
、
横
浜
市
・
Ｊ
Ｒ
と
協
力
し
橋
上
駅
舎
化

の
早
期
実
現
を
図
る
。

矢
向
第
二
踏
切
の
歩
道
橋
に
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置
す
る
。

28　

臨
港
バ
ス
神
明
営
業
所
へ
曲
が
る
幸
警
察
署
先
の
交
差
点

（
神
明
町
２

－

57
）は
交
通
量
が
多
く
な
か
な
か
渡
れ
な
い
、
特

に
高
齢
者
が
渡
る
に
は
危
険
、
信
号
機
を
設
置
す
る
。

29　

高
齢
化
率
の
高
い
河
原
町
団
地
住
民
の
利
便
性
を
確
保
す
る

た
め
、
河
原
町
循
環
バ
ス
を
増
便
す
る
。

30　

幸
区
か
ら
川
崎
駅
東
口
方
面
へ
行
け
る
バ
ス
の
運
行
を
増
便

す
る
。

31　

多
摩
川
河
川
敷
の
木
下
製
紙
原
料
か
ら
ラ
ジ
オ
日
本
の
ア
ン

テ
ナ
塔
ま
で
を
整
備
し
て
緑
が
少
な
い
幸
区
民
の
憩
い
の
場
に

す
る
。

32　

通
称
プ
ー
ル
道
路
の
歩
道
部
分
の
改
善
が
す
す
め
ら
れ
た

が
、
水
の
浸
み
出
し
や
汚
れ
と
植
栽
へ
の
ご
み
の
投
棄
が
あ

る
。
清
掃
の
定
期
化
を
行
い
、
環
境
整
備
を
す
す
め
る
。

33　

南
河
原
公
園
の
噴
水
・
カ
ナ
ー
ル
の
定
期
的
な
水
質
検
査
、

消
毒
を
行
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
汚
れ
を
除
去
し
て
こ
ど
も
た

ち
が
安
全
に
水
遊
び
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

34　

南
河
原
地
域
の
保
育
園
に
は
園
庭
が
な
く
、
近
く
の
公
園
に

遊
び
に
行
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
と
安
全
の
た
め
に
、

砂
場
の
衛
生
管
理
、
遊
具
等
の
点
検
整
備
を
す
る
。

35　

区
内
公
園
の
砂
場
に
猫
な
ど
の
糞
尿
対
策
と
し
て
、
地
域
に

協
力
を
働
き
か
け
未
設
置
の
砂
場
に
シ
ー
ト
を
設
置
す
る
。

36　

国
道
一
号
線
の
「
尻
手
交
差
点
」
に
横
断
歩
道
を
設
置
す

る
。（
尻
手
駅
方
面
か
ら
行
き
来
す
る
高
齢
者
に
と
っ
て
歩
道

橋
の
上
り
下
り
は
身
体
的
に
厳
し
い
）
国
へ
の
早
期
実
施
を
要

請
す
る
。

37　

区
内
の
歩
道
面
に
も
、
自
転
車
の
通
行
が
「
可
・
不
可
」「
一

方
通
行
・
両
方
」
等
の
わ
か
り
や
す
い
表
示
を
す
る
。

38　

諏
訪
公
園
は
保
育
園
児
と
高
齢
者
の
利
用
が
多
い
公
園
で
あ

る
、
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
。

39　

南
河
原
３
丁
目
92
付
近
の
Ｔ
字
路
は
見
通
し
が
悪
く
危
険
で

あ
る
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
。
設
置
個
所
が
無
い
と
い

う
が
ひ
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

40　

多
摩
川
古
市
場
河
川
敷
は
幼
児
が
遊
べ
る
よ
う
に
定
期
的
に

補
修
や
除
草
す
る
。

41　

尻
手
黒
川
線
（
越
路
と
末
吉
橋
間
）
の
自
転
車
道
と
歩
道
の

段
差
解
消
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
早
期
の
完
了
計
画
に
変
更
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す
る
。

42　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
に
南
口
改
札
を
増
設
す
る
。

43　

鹿
島
田
地
域
の
二
ヶ
領
用
水
沿
い
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、
憩

い
、
休
息
の
場
所
を
つ
く
る
。

44　

二
ヶ
領
用
水
大
師
堀
（
鹿
島
田
）
の
遊
歩
道
は
定
期
的
に
除

草
を
行
う
。

45　

さ
い
わ
い
緑
道
（
河
原
町
団
地
横
）
の
整
備
。
植
栽
の
剪
定

と
雑
草
等
の
除
草
を
定
期
的
に
行
う
。

46　

幸
区
内
の
小
中
学
校
周
辺
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
表
記
す
る
。

路
面
表
示
が
不
明
瞭
箇
所
の
点
検
、
補
修
を
行
う
。

47　

塚
越
踏
切
か
ら
幸
高
校
ま
で
の
歩
道
が
狭
く
、
歩
行
者
ど
う

し
の
す
れ
違
い
で
車
道
に
出
る
状
態
、
自
動
車
の
交
通
量
が
多

く
危
険
で
あ
る
、
無
電
柱
化
を
行
い
歩
道
幅
を
確
保
す
る
。

48　

幸
区
内
の
車
道
の
停
止
線
、
外
側
線
、
横
断
歩
道
が
消
え
か

か
っ
て
個
所
が
多
い
。
点
検
を
し
っ
か
り
行
い
補
修
を
行
う
。

交
通
管
理
者
に
要
請
す
る
。

49　

新
川
崎
駅
利
用
者
の
駐
輪
場
を
北
加
瀬
側（
シ
ン
カ
モ
ー
ル
）

に
増
設
す
る
。

50　

洪
水
時
対
応
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
公
設
施
設
、
民
間
の

商
業
施
設
、
ビ
ル
を
使
用
出
来
る
よ
う
依
頼
し
、
近
隣
地
域
に

周
知
す
る
。

51　

神
明
町
２
丁
目
の
（
国
道
１
号
線
の
東
側
地
域
）
は
地
盤
が

低
く
大
雨
で
の
浸
水
が
心
配
さ
れ
る
。
想
定
さ
れ
る
最
大
雨
量

に
対
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ
吐
出
能
力
、
使
用
の

排
水
管
で
対
応
可
能
か
再
確
認
す
る
こ
と
。

52　

川
崎
駅
西
口
の
障
害
者
用
車
両
乗
降
場
の
付
近
に
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
。

53　

多
摩
川
に
架
か
る
Ｊ
Ｒ
河
川
橋
梁
下
の
堤
防
の
越
水
、
決
壊

対
策
を
行
う
。

54　

小
倉
こ
線
橋
を
鹿
島
田
こ
線
橋
と
同
様
に
歩
道
拡
幅
す
る
。

　55　

小
倉
こ
線
橋
下
の
広
場
の
使
用
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
。

（
ゴ
ミ
の
始
末
や
夜
間
の
騒
音
な
ど
に
つ
い
て
）

56　

北
加
瀬
一
丁
目
の
バ
ス
停
（
日
吉
小
学
校
前
）
に
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
。

57　

古
市
場
河
川
敷
（
陸
上
競
技
場
付
近
）
に
車
い
す
で
行
け
る

ス
ロ
ー
プ
を
古
市
場
小
学
校
交
差
点
の
堤
防
に
設
置
す
る
。　

〔
三
〕
中
原
区

１　

福
祉
・
医
療
施
設
の
整
備
を
す
す
め
る
。

ア　

い
ま
だ
不
足
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規
模

特
養
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
を
区
内
で
も
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
適
地
を
確
保
し
、
建
設
す
る
。
人
口
急
増
地

域
で
あ
る
丸
子
地
区
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す

る
。

イ　

２
０
２
３
年
４
月
時
点
で
、
保
育
園
の
保
留
児
童
数
が
２

６
８
人
と
い
う
事
態
を
解
消
す
る
た
め
、
区
内
全
域
に
認
可

保
育
園
の
増
設
を
す
す
め
る
。


